
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日（金） 5・6年出前授業「ネット・スマホ」 ２１日（火） 6年奉仕作業（体育館掃除） 

６日（月） 全校朝会 ６年出前授業「民生委員さん」 ２３日（水） 天皇誕生日 

８日（水） 3年出前授業「しょうゆ博士」 ２７日（月） ６年出前授業「キャリア教育」 

 ９日（木） 4年出前授業「食品ロスについて」 ２８日（火） ６年生を送る会 

１０日（金） 分散参観（2・3校時） ※ ６年 ２校時 スクールカウンセラー ６日（月） 

１１日（土） 建国記念の日 ２５日（土）～２６日（日）に、二階堂公民館に

て、「二階堂公民館まつり」が開催されます。本校

からは、１年生の図画作品を出品する予定です。 

１６日（水） ６年「加藤雅也さんのオンライン授業」 

１７日（金） クラブ（3年見学） 

 
立春は、春の始まりとされる日です。四季の最初は「立春」「立夏」「立秋」「立

冬」、この４つを「四立（しりゅう）」と言い、四立の前日は「節分」と呼ばれまし

た。特に立春は、一年の始まりの日とされていたため、立春の前日の節分は、１年の

終わりであり大晦日ともいえる大事な日として、今も節分行事が行われています。 

節分の日には、季節の変わり目に生じると信じられていた邪気（鬼）を追い払う「豆まき」行事が行わ

れます。病気や災害を鬼に見立てて追い払おうとした昔の人の思いは、今日の新型コロナウイルスに対す

るものと変わらないのかもしれません。しかしながら、感染者や濃厚接触者を鬼に見立て、その責任は当

事者にあるとして、誹謗中傷など差別的な言動に至ることのないよう気をつけることが大切です。 

鬼をめぐる昔話といえば、「桃太郎」が思い浮かびますが、「ないた赤おに」や「島ひきおに」といった

鬼のイメージを覆すお話もあります。学校でも、こうしたお話を教材にするなどして、人権についての学

習をしています。イメージやうわさ、表面的な行動などだけで判断するのではなく、正しい目で物事を見

つめ行動できる子どもたちに育ってほしいです。 

今年に入ってもなお、新型コロナウイルスの感染者や濃厚接触者は多く見られますが、音楽の授業にお

ける歌唱やリコーダーなどの楽器演奏など、少しずつ以前の形に戻していこうという動きも出てきまし

た。３学期、そして今年度も残り２ヶ月という中、次年度を見すえ、だれもが明るい展望をもって、進学・

進級できるようにしていきたいです。ご協力のほどよろしくお願いします。 

※ 新型コロナウイルス感染症予防のため、予定を変更する場合があります。 

 

“みんなが明日も学校へ来たいと思える学校に” 

http://ed.city.tenri.nara.jp/nikaido-el/ 
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新しい児童会役員を紹介する全校朝会を１月３０日にＴＶ放送で行いま

した。子どもたちは一人ひとり自分の言葉で一年間の抱負を語りました。

旧役員は、感染症対策を考えながら工夫して、少しでも学校をよくしよう

と様々な行事に取り組んでくれました。新役員は、ぜひとも先輩たちの思

いや行動を引き継ぎ、ともによい学校を創っていきましょう。  

http://ed.city.tenri.nara.jp/nikaido-el/

